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集中豪雨や台風の襲来など本格的な大雨のシーズンを迎えました。毎年のことながら、台風に対す

る準備など日頃の備えを今一度確認し、気象情報などにも十分注意してください。

また、雨が続いたりなどしてダム放流が開始されますと川が一気に増水しますので、長雨や大雨の

場合は、ダムの放流情報やサイレン吹奏に十分注意してください。そして、放流が開始された場合に

は、絶対に川に近づかないよう気をつけてください。

新宮川水系の各ダム（池原、七色、小森、風屋、二津野）の放流状況につきましては、下記のフリ

ーダイヤルにて２４時間お知らせしています。お気軽にご利用ください。

東海・東南海・南海地震の３つの地震が同時発生すると、地震の規模としてはマグニチュード８以

上となり、北山村でも震度６強～５強の強い揺れが起こると予想されています。

発生する季節や時刻など諸条件により多少異なりますが、和歌山県下では８万５千件～１０万５千

件の建物が全壊・焼失し、約５千人にも及ぶ死者がでるのではないかと予想されています。

そして、このような甚大な被害を及ぼす東南海・南海地震は、歴史的にみて１００年から１５０年

の間隔で繰り返し発生していることから、今後３０年以内での発生確率は、５０～６０％という高い

確率が示されています。

そこで日頃からの備えとして、まずは、あわてず行動できるように地震が起こった場合について家

族等で話し合いをしましょう。どうすればいいのか？　何が必要なのか？　普段からイメージしてお

くことであわてることが少なくなるかもしれません。そして、いざというときのために非常用品等を

準備しておくことも忘れないでください。

次に、洋服ダンスや食器棚などをはじめ、冷蔵庫やテレビなど家具類等が転倒しないようにその対

策を行いましょう。平成7年の阪神淡路大震災で亡くなった人の約8割は、家屋、家具類等の倒壊によ

る圧迫死といわれています。家の中の安全を確保することが自分自身、または家族の大切な命を守る

第一歩であるということが言えます。

また、防止対策だけでなく、普段からタンスの上など高いところに物を置かないように心がけるこ

となども大切なことです。

もしも大きな地震が起こったら・・・　　　あなたの家は、大丈夫ですか？

大規模地震に備えましょう 

大雨・台風に備えましょう 

０１２０－３０－２４２５（無料）
Ｊ－Ｐｏｗｅｒ 電源開発（株）水力・送変電事業部　西日本支店　北山川電力所
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国
県
村
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事
業
を
推
進

し
て
い
ま
す
。（
※
）

耐
震
診
断
に
か
か
る
費
用
は
、
国
県
村
で
そ
れ
ぞ
れ

負
担
し
ま
す
の
で
、
個
人
の
負
担
は
、
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
無
料
で
耐
震
診
断
が
受
け
ら
れ
る
わ
け

で
す
。

※
診
断
要
件

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

で
あ
る
こ
と
（
専
用
住
宅
、
併
用
住
宅
等
で
あ
る
こ

と
）

②
木
造
軸
組
工
法
で
あ
る
こ
と
（
枠
組
工
法
・
プ
レ
ハ

ブ
工
法
等
は
不
可
）

③
平
屋
又
は
２
階
建
て
以
下
で
あ
る
こ
と

④
延
べ
面
積
が
２
０
０
㎡
以
下
で
あ
る
こ
と

県
村
で
は
、
耐
震
診
断
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改

修
事
業
を
応
援
し
て
い
ま
す
。（
※
）

耐
震
改
修
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
２
を
補
助
し
ま

す
。（
対
象
工
事
費
90
万
円
を
限
度
と
し
、
最
大
60
万
円

ま
で
）

※
補
助
要
件

①
上
記
の
耐
震
診
断
を
受
け
た
住
宅
で
、
診
断
の
結
果

が
総
合
評
点
で
0.7
未
満
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

②
耐
震
改
修
工
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
総
合
評
点
が
1.0
以

上
と
な
る
工
事
で
あ
る
こ
と

③
平
成
19
年
２
月
末
ま
で
に
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

な
お
、
耐
震
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
と
住
宅
に
係
る

耐
震
改
修
促
進
税
制
に
よ
る
「
所

得
税
の
控
除
」
及
び
「
固
定

資
産
税
の
減
額
」
を
受

け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

耐
震
診
断
事
業
、

耐
震
改
修
事
業
に

つ
い
て
詳
し
く
は
、

役
場
総
合
政
策
課

防
災
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

平
成
18
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
永
年
の
消
防
功
労

に
よ
り
、
大
沼
の
和
田
益
良
前
消
防
団
長
が
瑞
宝
双
光

章
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
さ
ん
は
、
昭
和
31
年
に
北
山
村
消
防
団
に
入
団
、

以
来
、
平
成
16
年
末
に
退
団
さ
れ
る
ま
で
の
48
年
間
、

日
夜
私
生
活
を
顧
み
ず
献
身
的
に
村
民
の
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
率
先
し
て
そ
の
職
務
に
当
た
ら
れ
ま
し

た
。特

に
昭
和
64
年
か
ら
の
16
年
間
は
、
「
消
防
団
長
」

と
し
て
消
防
団
を
統
率
、
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

和

田

益

良

さ
ん
（
76
）

耐
震
診
断
の
結
果
は
、
い
か
が
で
し
た
か
？

地
震
に
強
い
家
に
補
強
し
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
家
は
地
震
に
耐
え
ら
れ
ま
す
か
？

地
震
に
対
す
る
強
度
を
調
べ
ま
せ
ん
か
？
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近
年
、
住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
数
が

増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
消
防
法
が
改

正
さ
れ
、
平
成
18
年
６
月
１
日
か
ら
す
べ

て
の
一
般
住
宅
に
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

新
築
さ
れ
る
住
宅
に
つ
い
て
は
、
即
時

義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
既
存
の
住
宅
に

つ
い
て
も
、
平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
に

設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

火
災
の
発
生
を
早
期
に
知
り
、
素
早
く

避
難
す
る
こ
と
が
、
生
命
を
守
る
こ
と
に

つ
な
が
る
わ
け
で
す
。

◎
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
は
？

火
災
に
よ
り
発
生
す
る
煙
や
熱
を
自
動

的
に
感
知
し
て
警
報
ブ
ザ
ー
等
で
い
ち
早

く
知
ら
せ
る
機
器
で
す
。

◎
警
報
器
の
設
置
場
所
は
？

基
本
的
に
普
段
寝
室
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
部
屋
す
べ
て
に
設
置
し
ま
す
。

ま
た
、
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
住
宅

は
、
階
段
部
分
に
も
設
置
が
必
要
で
す
。

◎
警
報
器
の
設
置
位
置
は
？

警
報
器
に
は
、
天
井
取
付
タ
イ
プ
と
壁

取
付
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

天
井
に
設
置
す
る
と
き
は
、
壁
や
梁
か

ら
60
cm
以
上
離
し
、
ま
た
エ
ア
コ
ン
が
あ

る
場
合
は
、
そ
の
吹
き
出
し
口
か
ら
１
ｍ

50
cm
以
上
離
れ
た
位
置
に
取
り
付
け
て
く

だ
さ
い
。

壁
に
設
置
す
る
と
き
は
、
天
井
か
ら
15

〜
50
cm
内
の
位
置
に
取
り
付
け
て
く
だ
さ

い
。

◎
警
報
器
の
種
類
は
？

煙
に
反
応
す
る
タ
イ
プ
と
熱
に
反
応
す

る
タ
イ
プ
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
寝

室
、
階
段
に
設
置
す
る
場
合
は
、
煙
に
反

応
す
る
タ
イ
プ
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
簡
単
に
取
り
付
け
が
で
き
る
単

独
型
と
配
線
工
事
等
の
必
要
な
連
動
型
と

が
あ
り
ま
す
。

単
独
型
の
方
が
安
価
で
設
置
で
き
ま
す

が
、
電
池
式
の
た
め
電
池
の
交
換
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

◎
警
報
器
の
価
格
は
？

機
種
や
メ
ー
カ
ー
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で

す
が
、
単
独
型
の
安
い
も
の
で
は
１
個
５

千
円
ほ
ど
で
、
電
気
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
等
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

購
入
さ
れ
る
場
合
は
、
で
き
る
だ
け
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
（
日
本
消
防
検
定
協
会
鑑
定
）

が
貼
ら
れ
て
い
る
機
器
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

（
注
）
住

宅

用

火

災

警

報

器

の

設

置

義
務
化
に
便
乗
し
、
悪
質
な
訪
問
販

売
を
す
る
業
者
が
出
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

■
設
置
に
関
し
て
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
役
場
総
合
政
策
課
消
防

係
（

49
‐
２
３
３
１
）
ま
で
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

住宅用火災警報器 
3階建の場合 

2階建の場合 

平屋の場合 

階段 

階段 寝室 居室 

寝室 寝室 居室 居室 居室 
階段 

居室 

居室 

寝室 

階段 

階段 

住宅用火災警報器設置（例） 

N S マ ー ク
国
の
基
準
に
適
合
し
、
日
本
消
防
検

定
協
会
の
検
査
に
合
格
し
た
製
品
に

は
、
日
本
消
防
検
定
協
会
の
「
鑑
定
」

マ
ー
ク
が
つ
い
て
い
ま
す
。
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田
辺
社
会
保
険
事
務
所
職
員
に
よ
る

「
年
金
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

日
頃
、
年
金
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い

こ
と
や
相
談
の
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
　
時
】

７
月
27
日
（
木
）

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で

【
場
　
所
】

北
山
村
村
民
会
館
（
会
議
室
）

【
相
談
時
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の
】

・
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書

・
年
金
証
書
や
改
定
通
知
書
等
（
年
金

を
受
け
て
い
る
方
）

・
代
理
の
方
が
相
談
さ
れ
る
時
は
、
本

人
の
署
名
押
印
の
あ
る
委
任
状
が
必

要
で
す
。
な
お
、
代
理
人
の
方
の
身

分
を
証
明
す
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。（
免
許
証
・
保
険
証
な
ど
）

▼
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動

７
月
11
日
（
火
）
〜
20
日
（
木
）

▼
村
内
一
斉
清
掃

７
月
30
日
（
日
）

▼
行
政
な
ん
で
も
相
談

８
月
10
日
（
木
）

北
山
村
村
民
会
館

７
月
の
行
事
予
定

８
月
の
行
事
予
定

今
月
の
表
紙

今
後
、
発
生
が
心
配
さ
れ
る
東

南
海
・
南
海
大
地
震
。

そ
の
対
策
事
業
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
小
学
校
を
耐
震
化
し
た
校
舎

に
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
り
、
６

月
16
日
そ
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

新
し
い
小
学
校
は
、
現
在
の
中

学
校
の
隣
に
建
設
さ
れ
、
完
成
は
、

平
成
19
年
２
月
末
の
予
定
で
す
。

※申請先は役場の国民年金担当窓口です。 

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

よ
り
納
付
し
や
す
い
「
免
除
制
度
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

７
月
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
の
半
額
免
除
に
加

え
て
、
１
／
４
免
除
や
３
／
４
免
除
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す
。（
こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ

く
場
合
は
、
ご
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
で
あ

る
こ
と
が
必
要
で
す
。）
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北
山
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
今
春
よ

り
会
の
名
称
を
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
か
ら
「
シ

ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
変
更
い
た
し
ま
し
た
。

名
称
を
変
更
し
た
最
も
大
き
な
理
由
は
、

新
た
な
会
員
の
勧
誘
を
図
る
上
で
、
少
し
で

も
名
称
に
対
す
る
抵
抗
感
を
減
ら
せ
れ
ば
と

考
え
た
か
ら
で
す
。

現
在
、
村
内
に
は
60
歳
以
上
の
方
が
約
２

８
０
名
い
ま
す
が
、
近
年
、
新
た
な
会
員
の

加
入
者
が
い
な
い
た
め
、
ク
ラ
ブ
会
員
と
し

て
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、
わ
ず
か
77
名
で
、

平
均
年
齢
も
80
歳
と
い
う
状
況
で
す
。

全
国
的
に
高
齢
化
が
加
速
し
、
こ
れ
か
ら

は
人
生
経
験
を
重
ね
た
シ
ニ
ア
の
人
た
ち
の

活
躍
が
そ
の
町
そ
の
村
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
づ

く
り
に
大
き
く
影
響
す
る
と
も
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
は
、
60

歳
以
上
の
方
な
ら
誰
で
も
入
会
で
き
ま
す
の

で
、
有
資
格
者
の
皆
様
に
は
、
こ
う
し
た
現

状
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
是
非
と
も
新
た
な

「
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
に
ご
入
会
を
い
た
だ
き
、

地
域
の
た
め
に
共
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ク
ラ
ブ
の
主
な
活
動
内
容
は
、
各
種
奉
仕

活
動
や
「
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
」
看
板
の

設
置
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を
訪
問
す

る
友
愛
訪
問
な
ど
と
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ほ
か
春
と
秋
に
は

遠
足
等
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
新
た
な
会
員
の
加
入
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
内

容
を
反
省
し
、
こ
れ
か
ら
は
よ
り
魅
力
あ
る

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。そ

の
た
め
に
も
是
非
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
入
会
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
は
、

各
地
区
の
ク
ラ
ブ
で
対
応
い
た
し
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
北
山
村
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
　
　
　
長
　
　
久
保
　
善
和

七
色
支
部
長
　
　
山
　
　
俊
治

竹
原
支
部
長
　
　
葛
城
　
　
求

大
沼
支
部
長
　
　
山
田
　
賢
一

下
尾
井
支
部
長
　
　
福
岡
　
久
穂

現行の手数料（203円）は、平成12年に改定されてか

ら６年が経過しております。

よって、この間の社会情勢の変化、諸物価や人件費

及び地域性を考慮し、平成18年７月１日より下記の手

数料に改定することになりました。

住民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

汲み取り量は、バキューム車の後部タンクの真中の

ガラス管の両側に１目盛18リットル単位で刻まれてい

る目盛で確認できます。汲み取りの際は、確認してく

ださい。

詳しいお問い合わせは、北山村役場総合政策課環境

衛生担当へお願いいたします。（ ４９－２３３１）

紀南環境衛生施設事務組合

し尿収集手数料（消費税込み）
汲み取り１８リットルあたり

２１０円

し尿収集手数料（汲み取り料）
の改定について
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平成 1 8年度　自衛官等募集案内

(注)
１．※１ 平成19年3月中学校・高等学校卒業予定者及び中等教育学校前期課程修了予定者、卒業予定者

の受付については、上表にかかわらず、文部科学・厚生労働両省から示された期日以降実施し

ます。

２．※２　平成19年3月高等学校卒業予定者及び中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、原則とし

て平成18年9月16日以降に行います。

３．応募資格年齢の起算日は、募集種目ごと異なっています。細部の内容については、それぞれの募集要

項で確認してください。

詳しいお問い合わせは、自衛隊新宮募集事務所（ ２１－３４４９）にご連絡ください。
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今
、
国
に
お
い
て
地
方
交
付
税
見
直
し
の
議
論
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
皆
様
も
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
報

道
で
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
地
方
交
付
税
は
、
地
方
自
治
体
が

財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
上
に
お
い
て
重
要
な
財
源
で

あ
り
、
地
方
財
政
の
根
幹
を
な
す
財
源
補
償
制
度
で
す
。

し
か
し
、
国
は
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
「
歳
出
・

歳
入
一
体
改
革
」
を
進
め
る
中
に
お
い
て
、「
国
と
地
方

間
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
財
政
再
建
」
と
い
う
名
の
も

と
に
地
方
財
政
の
大
幅
な
削
減
を
し
よ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
か
一
例
を
挙
げ

て
み
ま
す
。

・
地
方
交
付
税
は
、
国
税
の
一
定
割
合
で
財
源
を
確
保

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
（
こ
れ
を
法
定
率
と

い
い
ま
す
。
）
、
こ
の
割
合
を
引
き
下
げ
て
交
付
税
総

額
を
削
減
す
る
。

・
交
付
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
過
度
の
財
源
保
障
を
見

直
す
。（
考
慮
す
べ
き
歳
出
の
範
囲
及
び
単
価
を
思
い

切
っ
て
見
直
す
。）
こ
れ
ら
の
仕
組
み
に
よ
り
交
付
税

制
度
を
財
源
保
障
型
か
ら
歳
入
保
障
型
に
近
づ
け
る
。

・
現
在
の
交
付
税
制
度
は
、
わ
か
り
づ
ら
い
の
で
新
し

い
制
度
、
例
え
ば
人
口
と
面
積
に
よ
る
算
定
を
基
本

と
す
る
。

・
地
方
財
政
計
画
の
歳
出
総
額
に
つ
い
て
は
、
ト
ッ
プ

ダ
ウ
ン
で
大
幅
な
削
減
目
標
を
か
か
げ
て
取
り
組
む
。

以
上
、
こ
れ
以
外
に
多
く
の
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

人
口
と
面
積
に
よ
る
交
付
税
の
試
算
に
つ
い
て
、
和

歌
山
県
下
で
は
大
幅
に
減
額
に
な
る
こ
と
が
過
日
、
新

聞
報
道
さ
れ
た
こ
と
は
皆
様
ご
承
知
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
地
方
交
付
税
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
る
な

ら
ば
、
医
療
福
祉
や
教
育
等
住
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
地
方
の
状
況
や
実
情
を
無
視
し
た
改
革

は
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
国
的
に
知
事
と
県
議
会
、

市
長
と
市
議
会
、
町
村
長
と
町
村
議
会
か
ら
構
成
さ
れ

る
地
方
６
団
体
は
、
５
月
31
日
に
東
京
に
お
い
て
危
機

突
破
の
総
決
起
大
会
を
開
き
、
国
に
強
く
要
請
を
い
た

し
ま
し
た
。

ま
た
、
和
歌
山
県
に
お
い
て
も
同
様
の
決
起
大
会
を

６
月
24
日
に
和
歌
山
市
に
お
い
て
行
い
、
真
に
地
方
の

た
め
に
な
る
改
革
を
求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。村

民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
こ
れ
か
ら
の
動
き

に
ご
注
目
を
い
た
だ
き
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

北
山
村
で
生
活
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
国
道
１
６

９
号
奥
瀞
道
路
を
は
じ
め
村
道
等
の
整
備
は
、
救
急
医

療
、
福
祉
、
防
災
等
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め

の
基
盤
で
あ
り
ま
す
。

道
路
整
備
の
効
果
の
一
例
と
し
て
、
皆
様
ご
承
知
の

と
お
り
奥
瀞
道
路
開
通
に
よ
る
通
行
不
能
区
間
の
解
消

や
不
動
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
よ
る
利
便
性
の
向
上
な
ど
そ

の
効
果
の
大
き
さ
を
実
感
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
道
路
整
備
に
使
わ
れ
て
い
る
の
が
道
路
特

定
財
源
と
い
わ
れ
る
道
路
整
備
の
た
め
の
目
的
を
も
っ

た
財
源
で
す
。

こ
の
財
源
は
、
ガ
ソ
リ
ン
等
に
課
税
さ
れ
、
道
路
を

利
用
す
る
方
々
が
受
益
者
負
担
と
し
て
支
払
う
税
金
で

す
。し

か
し
、
最
近
に
お
い
て
国
の
財
政
状
況
等
か
ら
こ

の
財
源
を
一
般
財
源
化
し
て
道
路
以
外
の
こ
と
に
も
活

用
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
議
論
が
活
発
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
地
方
に
生
活
す
る
者
に
と
っ
て
道
路
整
備
は

ま
だ
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
道
路
整
備
の
促
進
は
大
き

な
願
い
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
私
た
ち
は
、
行
政
・
議

会
が
一
体
と
な
っ
て
道
路
特
定
財
源
の
一
般
財
源
化
に

強
く
反
対
し
、
特
定
財
源
制
度
の
堅
持
を
強
く
要
望
し

て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
民
間
団
体
の
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）

等
も
８
０
０
万
人
を
超
え
る
反
対
署
名
を
集
め
る
な
ど

活
発
な
反
対
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
を
村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

も
十
分
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ご
支
援
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

地
方
交
付
税
改
革
を
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る
動
き
に
つ
い
て

地
方
交
付
税
改
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付
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付
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